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 14 日の参院予算委員会で質問に立った大門みきし参院議員は、大阪や和歌山で進められ

ようとしているカジノを中核とした統合型

リゾート（IR）の建設について、需要予測が

過大であると告発、建設中止を求めました。 

需要予測過大 
それぞれの初期投資額の財政裏付けが、各

議会で根拠不明と疑問が出されています。 

大門氏は「地元議会で説明できないものを

国が承認できるわけがない。きちんと審査し

たらガラス細工のような資金計画だとすぐ

わかる」と指摘。需要予測も夢洲（ゆめしま）

への来場者が毎年2000万人と見込むなど、

根拠がなく過大すぎると告発しました。 

自民党内からも異論の声 
 自民党大阪市議団が「IR には公金が投入される」「IR 誘致の条件が変わった」「経済波及効果などの根

拠が怪しい」とするビラを新聞折り込みし、同市議団幹事長が「IR 誘致には疑義があり、賛否を決する

ことができない」と発言しています。大門議員は、こうした声を紹介し、「総裁として自民党市議団の

意見を聞くべきではないか」と指摘。岸田文雄首相は「必要な手続きを進めていくことが重要」と述べ

るだけでした。 

“共産党が自民党市議団をほめた！？”“言いたいことを言ってくれた”――

大門質問に反響 
「『共産党議員が国会で名前も出して自民党大阪市議団をほめた。こんなこと、憲政史上はじめてで

は？』――参院予算委員会での大門質問を聞いたあるメディアの方から電話をいただきました」（中村

正男・党大阪府副委員長の FBより） 

 「言ってほしいことをズバリ言ってくれた。コロナやウクライナなどこんなご時世にカジノなどやっ

ている場合じゃない」（大阪のデザイン会社オーナー）。 

 「これまで、大阪と和歌山の『相乗効果』などと当局は説明してきたが、大門さんが言われた『客を

取り合う』という視点は初めてでなるほどと思った」（党和歌山県議団）。 

 「岸田総理の答弁に大門さんが『その答弁はすべて崩れている』と述べたことに拍手喝さいを送った。

和歌山の計画は分不相応。妙な業者に騙されていないのか、今や県会議員の保守の重鎮まで心配してい

る有様。荒唐無稽の計画はやめてほしい」（和歌山カジノに反対する海南の会・澤崎泰彦さん） 

 

「絵にかいた餅」 カジノ IR は中止を 
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